
降
る
と
急
激
に
川
の
水
位
が
上
昇
し
、

流
域
に
降
っ
た
雨
水
が
川
に
排
水
で
き

な
く
な
る
こ
と
が
直
接
の
原
因
で
す
。

ま
た
、
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
農
地

や
山
林
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
雨
が
し

み
こ
む
地
面
や
雨
水
を
一
時
的
に
た
め

る
場
所

が
減
少

し
た
こ

と
も
、

被
害
拡

大
の
要

因
と
な

っ
て
い

ま
す
。
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市
中
部
を
流
れ
る
蟹
田
川
、
沖
之
川
、

小
笠
沢
川
の
流
域
は
、
低
い
土
地
が
広

く
分
布
し
、
川
の
流
れ
も
緩
や
か
で
水

が
た
ま
り
や
す
い
地
形
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
た
び
た
び
深
刻
な
浸
水
被
害
に
見

舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
16
年
11
月
に
は
、
大
雨
で
行
き

場
を
失
っ
た
雨
水
に
よ
り
洪
水
が
引
き

起
こ
さ
れ
、
３
河
川
の
流
域
で
２
１
４

戸
に
床
上
・
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
浸
水
被
害
は
、
大
雨
が

市
の
中
部
を
流
れ
る
蟹
田

か
に
た

川
、
沖
之
川
、
小
笠
沢
川
の
流
域
は
、
土
地

が
低
く
、
水
が
た
ま
り
や
す
い
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
た
び

た
び
深
刻
な
浸
水
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
と
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
浸
水
被
害
の
軽
減
・
解
消
を
目
指
し
て

「
市
中
部
豪
雨
災
害
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
も
と
に
、
水
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

建
設
課
河
川
係
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小笠沢川流域小笠沢川流域（（高南地区高南地区））のの浸水被害浸水被害  
（（平成平成1616年年1111月月））  

小笠沢川流域（高南地区）の浸水被害 
（平成16年11月） 

松橋川 松橋川 

蟹田川 蟹田川 

沖之川 沖之川 

原野谷川 原野谷川 

秋田川 秋田川 

小笠沢川 小笠沢川 



◇アクションプランでは、床上浸水が多発している3流域、6地　　
域を対象に、12の具体的な対策を実施していきます。
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ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
こ
の
よ
う

な
浸
水
被
害
に
対
し
て
河
川
や
都
市
計

画
、
農
業
、
防
災
、
道
路
な
ど
治
水
対

策
に
関
係
す
る
機
関
と
地
域
に
住
む
皆

さ
ん
が
、
被
害
の
実
態
や
原
因
、
対
策

の
目
標
に
つ
い
て
互
い
に
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
べ

き
具
体
的
な
内
容
を
記
し
た
共
通
の

「
作
戦
書
」
で
す
。

今
回
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

浸
水
被
害
が
多
い
蟹
田
川
、
沖
之
川
、

小
笠
沢
川
の
流
域
地
区
を
対
象
に
、
今

共
有
化
や
水
防
活
動
の
充
実
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
な
ど
の
ソ
フ
ト
対

策
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
地
域
に
住
む

皆
さ
ん
や
企
業
の
皆
さ
ん
の
力
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

市
で
は
今
後
、
流
域
ご
と
に
説
明
会

や
懇
談
会
を
開
催
し
、
浸
水
被
害
の
実

態
と
原
因
、
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
少
し
で
も

減
ら
し
、
水
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

た
め
、
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

積
極
的
に
浸
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

後
５
年
間
で
床
上
浸
水
被
害
を
お
お
む
ね

解
消
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
河
川
改
修
や

排
水
施
設
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業

に
加
え
、
た
め
池
整
備
や
水
田
な
ど
保

水
地
域
の
保
全
、
防
災
情
報
の
共
有
化

や
水
防
活
動
の
充
実
な
ど
の
12
の
具
体

的
な
対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
流
域

を
水
害
に
強
い
体
質
へ
と
改
善
し
て
い

き
ま
す

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
定
め
た
具
体

的
な
対
策
の
う
ち
、
特
に
防
災
情
報
の

①河川改修

②合流点形状の改良

③排水施設の整備

④遊水池の設置

⑤流出抑制施設の整備

⑥ため池の洪水調整機能の整備

⑦適切な土地利用の誘導

⑧水田貯留・保水地域の保全

⑨耐水壁の整備

⑩防災情報の共有化

⑪水害意識の啓発や避難対策

◇平成16年11月の洪水と同規模の集中豪雨が発生した際の

（※）を目指します。

（※）地形的に床上浸水被害の解消が困難な箇所も存在します。

◇
雨
水
貯
留
槽
と
は
、
雨
ど
い
か
ら
集
め

た
雨
水
を
貯
留
槽
へ
た
め
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
タ
ン
ク
に
貯
留
す
る
こ

と
で
、
雨
水
の
流
出
を

抑
制
し
ま
す
。
た

ま
っ
た
水
は
、
植

木
や
花
壇
の
水
や

り
な
ど
に
利
用
で

き
ま
す
。

◇
市
で
は
、
浸
水
防
止
と
資
源
の
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
雨
水
貯
留
槽
を
設
置

し
た
方
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

市
内
に
建
物
（
建
設
予
定
の
も
の

も
含
む
）
ま
た
は
、
土
地
を
所
有
し
て

い
る
方
で
、
建
物
に
雨
水
貯
留
槽
を
設

置
す
る
方雨

水
貯
留
槽
の
購
入
、
設
置
に

か
か
る
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
３
万

円
）

市
役
所
３
階
建
設
課
河
川
係

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
書
類
（
案
内
図
、

設
置
箇
所
の
平
面
図
と
配
管
図
、
設
置

工
事
費
の
見
積
書
）を
添
え
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.city.fukuroi.

shizuoka.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
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設
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⑫水防活動の充実・地域コミュ
ニティの構築

ハ
ー
ド
対
策 

ソ
フ
ト
対
策 

申 

蟹田川流域
沖之川流域
小笠沢川流域

蟹田川、松橋川
沖之川、鷲巣川、大谷川
小笠沢川、秋田川

川井西、新池、田原
大谷川左岸、村松西

高南

問 


